
2023/1/31 北海道ジュニアドクター育成塾プロジェクト

ジュニアドクター育成塾 （事業期間2019-2024）
卓越した意欲・能力を有する小中学生等のための人材育成プログラム

実施校 旭川高専
塾長 篁（たかむら）耕司

旭川

JST（国立研究開発法人科学技術振興機構）事業
KOSEN
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①．プログラム概要
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自然豊かな大地からの逸材発掘プロジェクト「北海道ジュニアドクター育成塾」

興味関心 洞察力
理数・情報

能力

課題遂行能
力

コミュニケー
ション力

成長志向

研究遂行
能力

分析力 討論力

発信力
専門的能

力
レジリエン

ス

第一段階プログラム（1年目）

第二段階プログラム（2年目）

育てたい
能力・資質

❶体験型講
座

❷施設見学 ❸特別講義
❹自主探求
プロジェクト

❺個別研究
プロジェクト

❻活動報告

第一次選抜受講生（40名）

第二次選抜受講生（10名）

受講生募集：旭川市近郊
を中心とした北海道内の

小中学生

研究室マッチング

2023/1/31 北海道ジュニアドクター育成塾プロジェクト

• 本企画の目的
• 自然をテーマに多くの学びと経験

を通して、北海道の子どもたちに
自己の志向の探索、科学的セン
スの涵養、研究能力の伸長の機
会を与え、旭川高専の教育研究
資源を体系化して実施し、傑出し
た科学技術人材を育成する

• 豊かな自然の中で育まれた子
どもたちが、多くの学びと経験
から自らの適性に気づき、疑
問に思った現象の原因を探る
べく主体的に行動できる人材
育成

• なぜを深め、科学的思考と独
自の技術アイデアを加えて未
知の問題解決に取り組むこと
ができる人材育成
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北海道ジュニアドクター育成塾受講者数
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年度 応募者数 受講者数

総数 総数 男 女 旭川市 旭川市外

２０１９（R1）年 70 40 31 9 28 12

２０２０（R2）年 28 28 26 2 12 16

２０２１（R3）年 63 40 30 10 16 24

２０２２（R4）年 35 35 29 6 19 16

年度 受講者数

小５ 小６ 中１ 中２ 中３

２０１９（R1）年 11 9 7 7 6

２０２０（R2）年 6 13 5 3 1

２０２１（R3）年 14 12 6 7 1

２０２２（R4）年 16 11 5 2 1
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教えすぎない授業方法の確立
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各体験型講座の実施前に「プレ授業」を実施

・教えすぎない

・考えるきっかけを与える

・他者に自分の考えを伝える

・聴く・尋ねる姿勢を育てる

・わからないことを楽しむ



遠隔授業（対面遠隔併用）の実施

2023/1/31 北海道ジュニアドクター育成塾プロジェクト

授業の形式 設定時間（予定） 備考

1回目
講義を主として課

題を課す
第1水曜日17：00-19：00 オンライン参加

授業の形式 設定時間（予定） 備考

2回目
体験学習を主とし

てものづくり
第3土曜日13：00-16：00 オンライン参加

（状況次第で直接参加もある）

オンラインで説明を
受けながら自宅にて受講・実験

自宅に実験キット送付
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R1受講生

R2受講生R3受講生



②．令和４年度に選抜した受講
生の選抜から現在までの伸長の
状況
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体験型講座（幾何学で遊ぼう）
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③．上記受講生の評価の概要
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育てたい資質・能力と評価

資質・能力

興味関心 様々な分野の科学技術の知識や経験を主体的に学ぶことができる

AIミニ講座：身の回りで働いている人工知能プログラムをみつける

みる数学 ：物の形を我々はどのように捉えているか興味がもてる
・
・
・

目標水準

各講座での達成目標

評価シート

数値化

6つ資質能力

CRP

知識レベル

理解レベル

適応レベル

分析レベル

評価レベル

創造レベル

総合評価

1

12
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評価シートの例
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HJDC成果発表会 北海道ジュニアドクター育成塾

到達レベル  1-3

項目 到達目標

3Ａ 3Ｂ 2Ａ 2Ｂ 1Ａ 1Ｂ Ｃ Ｄ

興味
関心

HJDCにおける活動を通して、
これまでの自分の興味関心
がどのように変化してきた
か、または、新たに芽生えた
興味関心について、説明する
ことができる。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、興味関心
が深まった内
容について、
自ら探求を
進め、自分な
りの考えを持
つことができ
る。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、興味関
心が深まっ
た内容につ
いて、自ら知
識を得るた
めに調査で
きる。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、これまで
の自分の興
味関心が、ど
のように変化
してきたか、
または、新た
に芽生えた
興味関心に
ついて、理由
をつけて、説
明することが
できる。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、これまで
の自分の興
味関心が、ど
のように変化
してきたか、
または、新た
に芽生えた
興味関心に
ついて、説明
することがで
きる（理由不
十分）。

HJDCにおけ
る活動に興
味関心を少
なくとも1つ
持っている。

HJDCでの活
動内容を記
憶している。

HJDCでの活
動を断片的
に記憶してい
る。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、これまで
の自分の興
味関心が、ど
のように変化
してきたか、
または、新た
に芽生えた
興味関心に
ついて、説明
することがで
きない。

洞察
力、
数
理・
情報
能力

HJDCにおける活動を通して、
多面的に物事を見ることや原
理を深く探求することなどの
成長した資質・能力を有して
いることを説明できる。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、多面的に
物事を見るこ
とや原理を深
く探求するこ
となどの成長
した資質・能
力を有してい
ることを説明
できる。
成長した資
質・能力を自
らの探究活
動に既に利
用できてい
る。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、多面的に
物事を見るこ
とや原理を
深く探求する
ことなどの成
長した資質・
能力を有して
いることを説
明できる。
自らの探究
活動に利用
したいと考え
ることができ
る。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、多面的に
物事を見るこ
とや原理を
深く探求する
ことなどの成
長した資質・
能力を有して
いることを説
明できる
（きっかけを
認識してい
る）。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、多面的に
物事を見るこ
とや原理を
深く探求する
ことなどの成
長した資質・
能力を有して
いることを説
明できる
（きっかけの
認識は曖
昧）。

多面的に物
事を見ること
や原理を深く
探求すること
の必要性を
知っており、
身に付けた
いと考えるこ
とができる。

多面的に物
事を見ること
や原理を深く
探求すること
の必要性を
知っている。

HJDCでの活
動に現れた
用語を少なく
とも1つ記憶
している。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、多面的に
物事を見るこ
とや原理を
深く探求する
ことなどの成
長した資質・
能力につい
て、説明でき
ない。

成長
志向

将来、取り組んでみたい研究
や挑んでみたい課題を説明
することができる。

将来、取り組
みたい研究
や挑んでみ
たい課題を
持ち、それに
対して、具体
的な問題設
定を説明でき
る。

将来、取り組
みたい研究
や課題を持
ち、それに対
して、問題設
定をすること
ができる。

将来、取り組
んでみたい
研究や挑ん
でみたい課
題を理由も
含めて、説明
することがで
きる。

将来、取り組
んでみたい
研究や挑ん
でみたい課
題を説明す
ることができ
る（理由不十
分）。

曖昧ではあ
るが、将来、
取り組みた
い研究や挑
んでみたい
課題を有して
いる。

科学・工学の
諸分野に
は、未解決
問題が存在
していること
を知ってお
り、それに貢
献したい気
持ちを有して
いる。

科学・工学の
諸分野に
は、未解決
の課題が存
在しているこ
とを知ってい
る。

将来、取り組
んでみたい
研究や挑み
たい課題を
全く説明でき
ない。

評価

評価シート

レベル３相当 レベル２相当 レベル１相当



育てたい能力・資質についての達成状況
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育てたい能
力・資質

達成の目標水準
目標達
成率

（％）

2019年
度実績
（％）

2020年
度実績
（％）

2021年
度実績
（％）

興味関心
様々な分野の科学技術の知識や経験を主
体的に学ぶことができる

80 90 89 80

洞察力
目に見えるものをてがかりに原理を推測で
きる

60 88 86 93
理数・情報能
力

科学的な知識、情報処理や計算を用いて思
考できる

60 100 86 85
課 題 遂 行 能
力

課題を責任をもって遂行できる 80 95 71 55
コ ミ ュ ニ ケ ー
ション力

他者の意見をきき、自分の意見とすりあわ
せアドバイスができる

60 80 50 88

成長志向
自分の科学的興味と資質を分析して挑戦す
る内容を考えることができる

60 90 68 75

育てたい能力・資質とその目標水準を達成する受講生の割合
＜第一段階教育プログラムの当該年度内目標＞
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④．受講生の伸長（コンテスト等
の実績を含む）
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自己のふりかえりと成果発表会
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北海道ジュニアドクター育成塾同窓会
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修了生が近況報告！

HJDCで伸びた資質が
活きた事例を紹介

今年度初めて実施！



⑤．受講生の伸長とメンター活動
を含む指導との関わりの分析
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指導方法・評価方法

北海道ジュニアドクター育成塾プロジェクト2023/1/31

⬧高い意欲・能力を有する受講生をさらに伸ばすためにとっている基本的な方略・考え方

教えすぎない

考えるきっかけを与える

他者に自分の考えを伝える

聴く・尋ねる姿勢を育てる

わからないことを楽しむ

⬧多様な個人差への対応

小学生と中学生の学年差への対応

ほとんど数式を使わない講義

講義毎に個人の特性を踏まえグループ編成

シニアメンターから講師、メンターへ学年差の対応アドバイス

⬧メンター間の情報交換状況とマネジメントの工夫

個別講座ごとに実施前、実施後に３０分程度ミーティング

⬧各体験型講座の実施前に、「プレ授業」を実施する工夫
21

HJDC成果発表会 北海道ジュニアドクター育成塾

到達レベル  1-3

項目 到達目標

3Ａ 3Ｂ 2Ａ 2Ｂ 1Ａ 1Ｂ Ｃ Ｄ

興味
関心

HJDCにおける活動を通して、
これまでの自分の興味関心
がどのように変化してきた
か、または、新たに芽生えた
興味関心について、説明する
ことができる。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、興味関心
が深まった内
容について、
自ら探求を
進め、自分な
りの考えを持
つことができ
る。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、興味関
心が深まっ
た内容につ
いて、自ら知
識を得るた
めに調査で
きる。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、これまで
の自分の興
味関心が、ど
のように変化
してきたか、
または、新た
に芽生えた
興味関心に
ついて、理由
をつけて、説
明することが
できる。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、これまで
の自分の興
味関心が、ど
のように変化
してきたか、
または、新た
に芽生えた
興味関心に
ついて、説明
することがで
きる（理由不
十分）。

HJDCにおけ
る活動に興
味関心を少
なくとも1つ
持っている。

HJDCでの活
動内容を記
憶している。

HJDCでの活
動を断片的
に記憶してい
る。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、これまで
の自分の興
味関心が、ど
のように変化
してきたか、
または、新た
に芽生えた
興味関心に
ついて、説明
することがで
きない。

洞察
力、
数
理・
情報
能力

HJDCにおける活動を通して、
多面的に物事を見ることや原
理を深く探求することなどの
成長した資質・能力を有して
いることを説明できる。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、多面的に
物事を見るこ
とや原理を深
く探求するこ
となどの成長
した資質・能
力を有してい
ることを説明
できる。
成長した資
質・能力を自

HJDCにおけ
る活動を通し
て、多面的に
物事を見るこ
とや原理を
深く探求する
ことなどの成
長した資質・
能力を有して
いることを説
明できる。
自らの探究

HJDCにおけ
る活動を通し
て、多面的に
物事を見るこ
とや原理を
深く探求する
ことなどの成
長した資質・
能力を有して
いることを説
明できる

HJDCにおけ
る活動を通し
て、多面的に
物事を見るこ
とや原理を
深く探求する
ことなどの成
長した資質・
能力を有して
いることを説
明できる

多面的に物
事を見ること
や原理を深く
探求すること
の必要性を
知っており、
身に付けた
いと考えるこ
とができる。

多面的に物
事を見ること
や原理を深く
探求すること
の必要性を
知っている。

HJDCでの活
動に現れた
用語を少なく
とも1つ記憶
している。

HJDCにおけ
る活動を通し
て、多面的に
物事を見るこ
とや原理を
深く探求する
ことなどの成
長した資質・
能力につい
て、説明でき

評価

評価シート

レベル３相当 レベル２相当 レベル１相当



メンター活動
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シニアメンターおよびメンターの実施内容

• 各講座の事前準備、研修

• 塾生の班構成および、班担当メンターの決定

• 講座内での塾生への適宜の助言、声掛け、見守り活動

• 塾生への評価シートの記入、提出

• メンター間の塾生の情報の共有

• 遠隔受講の塾生への支援、助言、声掛け、意見集約

分析

• メンターとしての資質のとても高い学生が集まり、講座の中で塾生とともに学生メンター達の
成長も著しく感じられた。塾生の班固定をせず、メンターについても固定性を取らなかったこ
とで多くの塾生とメンターの関わりあう機会が多くなった結果、多様な興味関心をもつ塾生
たちとメンターとの成長の相乗効果がもたらした。

• 多くの塾生たちが育成塾を通して伸びた能力としてあげたコミュニケーション力向上の一端
は、学生メンターとの関わりあいが担ったと考えられる。

• 全講座終了時の多くの塾生のシートには、メンターに対しての信頼や感謝の気持ちが記さ
れており、いつか自分もメンターとして北海道ジュニアドクター塾に関わりたいという塾生も
いるほど、塾生と学生メンターとの信頼関係が築かれていた。

• 一方通行の授業の軽減が実現



⑥．受講生への評価のフィード
バックを含めた個々の学びの
PDCA について
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自己のふりかえりとPDCAのしかけ
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⑦．第二段階の指導の工夫と評
価計画の概要
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第二段階教育プログラム（2年目）

2023/1/31 北海道ジュニアドクター育成塾プロジェクト

HJDC第2段階スケジュール

日程 概要

2022年5月21日(土) 進塾式・研究倫理
学習

2022年8月27日(土) 活動報告①

2022年10月29日(土) 活動報告②

2022年12月24日(土) 活動報告③

2023年3月11日(土) 最 終 発 表 会 （ 予
定）

個別研究プロジェ
クト6回

土曜日は9：00-12：00

特に意欲・能力の高い選抜された受講生
約10名が第2段階プログラムで研究活動

活動報告会②の様子：小学6年生

第2段階へ進めなかった受講生
別コース（公開講座、オープンキャンパス、特別

講義へ招待などで学びを継続的に提供）
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第２段階プログラムの指導方法

• 科学を探求するための
• 研究の方法
• 研究の進め方
• 研究成果の発表の仕方
を学ぶ

・研究テーマは

受講生と指導教員のマッチング

2023/1/31 北海道ジュニアドクター育成塾プロジェクト 27

個別研究プロジェクト

活動報告



第二段階プログラム指導の工夫

北海道ジュニアドクター育成塾プロジェクト2023/1/31 28

• 受講生と指導者（教員）およびメンターとの丁寧なマッチング

• 成果発表会にて、将来行ってみたいこと、第2段階で行ってみたいことを発
表してもらい、実施校のシーズとすりあわせ

• メンターとの相性を考慮

• 指導者のもとでの個別活動と3か月に一度の活動報告会

• 進捗確認および他の指導者や受講生と議論

• 活動報告会で交流会実施

• 研究の困難な点や工夫点など第2段階の受講生同士で意見交換する場を
設けた

• 評価計画

• ルーブリック評価実施と総合評価基準の作成



⑧．今後の重点課題
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今後の重点課題とその対応策
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•事業の情報発信促進

• ホームページの内容充実

•他機関との連携強化

• 北海道教育大学や北海道大学、企業との人の連携

•事業終了後の展開に向けた具体的行動

• 特に資金調達計画を策定

•修了生の追跡

• 修了生の活躍に対する支援体制確立
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